
＜事業者や業界団体等を通じた働きかけ＞
「春のあんしんネット・新学期一斉行動」の一環として、従来協力を得てきた家電量販店やメーカー、Eコマース等の
事業者・事業者団体に対し、青少年をめぐるインターネット利用環境に係る現状や課題について説明するとともに、
普及啓発等に向けて協力要請を実施。また、ペアレンタルコントロール機能に係る解説資料を用いた普及啓発など、
OS事業者やゲーム機メーカー等による自主的取組について協力・支援。各社・各団体のSNSアカウントやWeb
サイト等での本行動に関する周知活動やペアレンタルコントロール機能の紹介等の協力を得られた。

平成24年度以降、毎年5月と11月に事業者によるフィルタリング等の対応状況の調査を実施。
令和4年11月時点の調査結果は次のとおり。
パソコン対象機種228機種のうち、フィルタリング対応機種は228機種。
インターネット接続により外部サイト閲覧可能なTV211機種のうち、フィルタリング対応機種は211機種。

＜インターネット安全教室の実施＞
警察庁及び都道府県警察の協力の下、全国各地のNPO等と連携し、「インターネット安全教室」を開催。教材内
では、フィルタリングや親子でのルール作りやペアレンタルコントロール機能の使い方等について分かりやすく解説。
令和４年度は、教育関係者向け・一般向け合わせて安全教室を全国（オンライン含む）で45回開催し、
約4千人が参加。

「インターネット安全教室」に参加できない教職員でもインターネットの安全利用に関する指導方法を学べるよう、
学習教材をオンライン上で無料で公開。

情報セキュリティの啓発・教育を行う指導者に資するよう、テーマを選択して組み合わせることのできるモジュール型の
教材を作成し、３月３１日に公開。
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「青少年が安全に安心してインターネットを利用できるようにするための施策に関する基本的
な計画（第５次）」に基づく経済産業省の取組について
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インターネット安全教室

ペアレンタルコントロール機能等の紹介


